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特
別
記
事麻

生
利
勝
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

特別記事

一
　
麻
生
利
勝
君
が
学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
し
た
の
は
、
主
論

文
「
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理
－
企
業
の
社
会
的
機
能
と
責
任
ー
」
お

よ
び
副
論
文
た
る
既
刊
の
『
企
業
犯
罪
』
（
一
九
八
O
年
、
泉
文
堂
）

で
あ
る
。
以
下
、
主
論
文
（
以
下
、
こ
れ
を
本
論
文
と
い
う
）
の
内

容
を
概
観
・
要
約
し
、
必
要
に
応
じ
て
副
論
文
に
も
言
及
す
る
こ
と

に
す
る
。
論
文
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
章
　
序
　
説

　
第
二
章
　
企
業
犯
罪
の
定
義
と
抑
止
体
系

　
　
第
一
節
　
企
業
犯
罪
の
定
義
と
株
式
会
社

　
　
第
二
節
　
企
業
犯
罪
抑
止
と
法
体
系

　
　
第
三
節
　
企
業
犯
罪
の
自
主
的
防
止
の
意
義

　
第
三
章
　
株
式
会
社
の
歴
史
と
本
質

　
　
第
一
節
問
題
の
所
在

　
　
第
二
節
株
式
会
社
と
法
の
変
遷

　
　
第
三
節
　
株
式
会
社
と
意
思
決
定
方
式

第
四
章
　
株
式
会
社
と
社
会
的
機
能

　
第
一
節
問
題
の
所
在

　
第
二
節
　
株
式
会
社
と
理
念
の
緊
張

　
第
三
節
　
株
式
会
社
と
社
会
的
機
能

　
第
四
節
　
小
　
括

第
五
章
　
株
式
会
社
と
社
会
的
責
任
論

　
第
一
節
問
題
の
所
在

　
第
二
節
　
経
営
・
経
済
学
と
社
会
的
責
任
論

　
第
三
節
　
商
法
学
と
社
会
的
責
任
論

　
第
四
節
　
小
　
括

第
六
章
　
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理
と
被
害
類
型

　
第
一
節
問
題
の
所
在

　
第
二
節
　
企
業
犯
罪
被
害
の
定
義
と
意
義

　
第
三
節
企
業
犯
罪
被
害
の
類
型
と
課
題

　
第
四
節
　
小
　
括

第
七
章
　
刑
事
法
と
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理
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第
一
節

　
第
二
節

　
第
三
節

　
第
四
節

　
第
五
節

第
八
章

　
第
一
節

　
第
二
節

　
第
三
節

　
第
四
節

　
第
五
節

終
　
章

　
問
題
の
所
在

　
刑
法
と
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理

　
経
済
刑
法
と
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理

　
社
会
的
機
能
侵
害
と
企
業
犯
罪
類
型

　
刑
事
訴
訟
法
と
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理

民
事
・
行
政
法
と
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理

　
問
題
の
所
在

　
商
法
上
の
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理

　
民
法
と
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理

　
行
政
法
と
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理

　
小
　
括

　
主
要
文
献
一
覧

　
各
章
の
内
容
を
概
観
す
る
と
、
第
一
章
「
序
説
」
に
お
い
て
、
本

論
文
全
体
を
貫
く
問
題
意
識
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
麻
生
君
の
主
張
の

骨
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。
麻
生
君
に
よ
れ
ば
、
企
業
犯
罪
を
防
止
す

る
た
め
の
従
来
の
法
制
度
と
法
理
論
は
、
企
業
組
織
体
の
活
動
の
複

雑
な
実
態
を
捉
え
る
こ
と
な
く
、
単
純
化
さ
れ
要
因
化
さ
れ
た
図
式

に
押
し
込
め
た
う
え
で
、
世
論
の
高
ま
り
を
背
景
と
す
る
応
報
的
制

裁
の
強
化
の
方
向
を
示
し
て
お
り
、
企
業
犯
罪
が
続
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
根
本
的
な
解
決
を
提
供
す
る
も
の
で

は
な
い
。
企
業
犯
罪
防
止
の
た
め
の
鍵
は
、
む
し
ろ
、
企
業
組
織
体

と
そ
の
活
動
の
正
確
な
把
握
を
前
提
に
、
企
業
体
構
成
員
や
関
係
者

に
よ
る
自
主
的
な
違
法
行
為
防
止
を
活
性
化
さ
せ
、
一
般
国
民
な
ら

び
に
国
や
自
治
体
に
は
こ
れ
を
理
解
し
て
支
援
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
あ

り
、
事
後
的
な
法
的
制
裁
は
企
業
管
理
者
・
経
営
者
が
納
得
し
て
受

け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
適
正
な
範
囲
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ

っ
て
、
企
業
体
に
よ
る
自
主
的
な
犯
罪
防
止
努
力
を
く
じ
く
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
、
複
雑
な
社
会
シ
ス
テ
ム
を
そ
の

ま
ま
解
析
す
る
「
複
雑
系
の
実
体
分
析
」
と
、
企
業
犯
罪
防
止
に
あ

た
っ
て
の
企
業
関
係
者
の
「
自
主
性
の
回
復
」
こ
そ
が
、
麻
生
君
の

「
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理
」
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う

の
で
あ
る
。

　
第
二
章
「
企
業
犯
罪
の
定
義
と
抑
止
体
系
」
で
は
、
麻
生
君
の
立

場
か
ら
の
「
企
業
犯
罪
」
の
定
義
が
示
さ
れ
、
株
式
会
社
を
考
察
の

中
心
と
す
る
こ
と
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
る
。
本
章
の
な
か
で
と
く
に

重
要
な
の
は
第
三
節
「
企
業
犯
罪
の
自
主
的
防
止
の
意
義
」
で
あ
る
。

麻
生
君
に
よ
れ
ば
、
株
式
会
社
は
、
国
民
お
よ
び
行
政
機
構
と
と
も

に
「
社
会
的
循
環
機
構
」
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
の
循

環
機
構
は
複
数
主
体
間
の
「
協
調
と
牽
制
」
に
よ
り
機
能
す
べ
き
で

あ
り
、
ま
た
、
株
式
会
社
は
社
会
的
循
環
機
構
そ
の
も
の
の
存
続
と

発
展
の
た
め
に
現
に
本
質
的
な
機
能
を
営
ん
で
お
り
、
ま
た
営
ま
ざ

る
を
得
な
い
。
「
弱
者
た
る
一
般
国
民
」
と
「
悪
玉
た
る
株
式
会
社
」
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と
い
う
単
純
化
し
た
図
式
に
あ
て
は
め
て
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
法
的

介
入
以
前
の
自
主
的
違
法
行
為
抑
止
の
第
一
次
的
重
要
性
を
承
認
す

べ
き
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
三
章
「
株
式
会
社
の
歴
史
と
本
質
」
は
、
法
的
紛
争
の
処
理
に

関
す
る
株
式
会
社
の
内
部
意
識
お
よ
び
実
務
慣
行
が
、
刑
事
法
・
民

商
法
の
あ
り
方
お
よ
び
学
説
・
判
例
の
基
本
的
態
度
と
乖
離
を
示
す

に
至
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
日
本
型
の
企
業
統
治
の
あ
り
方
を
歴
史

的
・
文
化
的
に
探
求
す
べ
き
で
あ
る
と
の
問
題
意
識
に
も
と
づ
き
、

明
治
期
以
降
に
お
け
る
株
式
会
社
お
よ
び
株
式
会
社
法
の
変
遷
を
た

ど
り
、
ま
た
、
株
式
会
社
に
お
け
る
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
の
特
色
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
日
本
型
株
式
会
社
の
歴
史
的
特
色
と
し

て
は
、
旧
町
民
の
日
本
的
合
理
主
義
（
単
一
主
体
H
店
主
個
人
の
経

営
意
思
と
チ
ェ
ッ
ク
機
構
な
し
の
制
度
の
も
と
に
形
成
さ
れ
る
合
理

主
義
）
と
旧
士
族
の
国
益
・
公
益
優
先
主
義
（
指
導
者
層
H
複
合
体

に
よ
る
経
営
意
思
と
形
式
的
チ
ェ
ッ
ク
機
構
の
も
と
で
形
成
さ
れ
る

優
先
主
義
）
の
混
合
形
態
を
根
底
に
し
て
形
成
さ
れ
運
営
さ
れ
て
き

た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
株
式
会
社
の
社
会
的
機
能
お
よ
び
公
共
的
・

社
会
的
性
格
が
企
業
関
係
者
や
国
民
に
十
分
に
意
識
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
、
そ
し
て
、
自
主
的
な
違
法
行
為
抑
止
の
た
め
の
取
り
組
み
の

必
要
性
が
高
い
こ
と
が
く
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
。
株
式
会
社
の

意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
①
株
式
会
社
が
企
業
の
存
続
と

発
展
の
た
め
違
法
な
活
動
へ
の
傾
向
を
も
最
初
か
ら
有
す
る
こ
と
、

②
日
本
に
お
け
る
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
は
下
積
み
方
式
と
い
わ
れ
る

が
、
上
層
部
の
意
思
を
付
度
し
た
う
え
で
の
意
思
決
定
が
通
常
で
あ

り
、
や
は
り
最
高
経
営
者
の
意
思
決
定
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
③
株

式
会
社
は
個
人
の
生
存
枠
組
み
の
形
成
を
分
担
し
、
経
済
秩
序
維
持

機
能
を
保
有
す
る
こ
と
に
よ
り
公
的
機
関
に
類
似
し
た
社
会
的
機
能

を
営
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
章
「
株
式
会
社
と
社
会
的
機
能
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
株
式
会

社
悪
玉
論
」
を
反
駁
し
、
株
式
会
社
の
公
的
機
関
類
似
の
社
会
的
機

能
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
自
主
的
な
取
り
組
み
を
第
一
次
的
に
尊

重
す
る
企
業
統
治
の
あ
り
方
を
模
索
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
。
株

式
会
社
は
、
①
構
成
員
た
る
個
人
等
に
と
っ
て
の
社
会
的
生
存
枠
組

み
を
分
担
し
、
②
国
や
自
治
体
と
い
っ
た
公
的
機
関
類
似
の
機
能
を

果
た
し
、
ま
た
、
③
公
的
財
源
供
給
の
機
能
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
の

重
要
な
機
能
を
も
つ
株
式
会
社
は
、
麻
生
君
の
企
業
犯
罪
抑
止
の
理

論
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
株
式
会
社
は
「
社
会
的
循
環
機
構
」
の
一
機
構
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
社
会
的
循
環
機
構
は
複
数
主
体
間
の
「
協
調
と
牽
制
」
に

よ
り
稼
働
す
る
が
、
各
機
構
間
の
安
定
し
た
持
続
的
な
稼
働
ル
ー
ル

が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
社
会
的
循
環
機
構
に
お
い
て
、
株
式
会
社
は
、

存
続
と
発
展
を
目
的
と
し
て
稼
働
ル
ー
ル
に
も
と
づ
き
違
法
活
動
の
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萌
芽
を
自
主
的
に
検
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
協
調
と
牽
制
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
社
会
的
循
環
機
構
の
正
常
な
稼
働
を
保
持
す
る
社
会
的
機
能

と
責
任
を
負
担
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
基
本
的
構
想

か
ら
は
、
企
業
組
織
体
に
対
す
る
刑
事
罰
の
強
化
も
、
自
主
的
な
違

法
行
為
抑
止
を
促
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
で
正
当
化
さ
れ
る

　
き
　
　
　
　
の

と
し
》
つ

　
第
五
章
「
株
式
会
社
と
社
会
的
責
任
論
」
は
、
経
営
学
、
経
済
学
、

商
法
学
の
各
分
野
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
き
た
株
式
会
社
の
社
会
的

責
任
論
を
概
観
し
、
批
判
的
検
討
を
加
え
て
い
る
。
い
ず
れ
の
分
野

に
も
、
社
会
的
責
任
を
自
覚
し
た
企
業
の
自
主
的
取
り
組
み
を
重
視

す
る
見
解
ま
た
は
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
麻
生
君
は
注
目
し

て
い
る
。

　
第
六
章
「
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理
と
被
害
類
型
」
は
、
企
業
犯
罪

に
よ
る
被
害
を
、
被
害
の
性
質
お
よ
び
被
害
者
を
基
準
に
類
型
化
し
、

大
き
く
企
業
内
被
害
と
企
業
外
被
害
と
に
分
け
て
分
析
し
て
い
る
。

企
業
犯
罪
の
も
つ
影
響
の
社
会
的
広
が
り
を
示
唆
す
る
論
述
で
あ
り

興
味
深
い
。
と
り
わ
け
、
麻
生
君
の
基
本
的
立
場
を
前
提
に
、
社
会

的
機
能
や
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
侵
害
が
企
業
犯
罪
の
も
た
ら
す
被
害

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
第
七
章
「
刑
事
法
と
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理
」
は
、
本
論
文
の
な

か
で
も
っ
と
も
多
く
の
紙
幅
が
費
や
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
麻

生
君
は
、
企
業
組
織
体
に
対
す
る
刑
罰
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、
シ

ス
テ
ム
の
機
能
を
考
慮
し
た
総
合
的
視
野
に
立
っ
て
謙
抑
的
に
こ
れ

を
適
用
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
報
復
的
制
裁
の
傾
向
を
批
判
す
る
。

こ
こ
で
は
、
企
業
犯
罪
の
特
性
に
即
し
た
刑
法
的
対
応
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
基
本
的
視
座
か
ら
、
多
岐
に
わ
た
る
論
点
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
第
三
節
「
経
済

刑
法
と
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理
」
で
あ
る
。
麻
生
君
は
、
経
済
刑
法

を
「
企
業
組
織
体
に
お
け
る
国
民
の
生
存
枠
組
み
機
能
、
国
家
経
済

秩
序
維
持
機
能
、
公
的
財
源
供
給
機
能
を
侵
害
す
る
行
為
か
、
侵
害

す
る
恐
れ
の
あ
る
行
為
を
対
象
に
し
た
特
別
刑
法
」
と
位
置
づ
け
た

う
え
で
、
現
状
に
お
い
て
は
可
罰
性
の
限
界
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と

を
問
題
視
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
数
多
く
の
行
政
刑
罰
法

規
が
存
在
し
、
そ
の
文
面
上
の
処
罰
範
囲
は
か
な
り
広
範
で
あ
り
、

し
か
も
か
な
り
重
い
刑
ま
で
法
定
さ
れ
て
い
る
（
行
政
的
不
法
は
せ

い
ぜ
い
「
過
料
」
を
課
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
処
罰
の
対
象
に
な
ら
な

い
ド
イ
ツ
と
は
異
な
っ
て
い
る
）
も
の
の
、
実
際
上
は
そ
れ
ら
の
行

為
の
多
く
は
立
件
さ
れ
な
い
。
麻
生
君
の
立
場
か
ら
は
、
企
業
関
係

者
が
事
前
に
そ
の
行
為
を
回
避
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
真
に
処

罰
さ
れ
る
行
為
の
範
囲
を
予
測
可
能
な
程
度
に
明
確
に
示
す
こ
と
が

要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
な
ら
ん
で
、
麻
生
君
が
強
調
す
る

こ
と
は
、
企
業
組
織
体
お
よ
び
そ
れ
を
構
成
す
る
個
人
に
対
す
る
刑

110



特別記事

事
責
任
の
追
及
は
、
通
常
の
刑
法
理
論
の
一
適
用
事
例
の
枠
内
に
お

さ
ま
る
べ
き
で
あ
り
、
一
定
の
政
策
的
考
慮
か
ら
従
来
の
枠
組
み
を

踏
み
越
え
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
企

業
犯
罪
の
結
果
の
重
大
性
に
目
を
奪
わ
れ
、
被
害
者
救
済
に
大
義
を

求
め
て
、
刑
法
の
罪
刑
法
定
主
義
・
謙
抑
性
を
踏
み
外
し
て
は
な
ら

な
い
。
…
…
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理
と
し
て
機
能
し
な
い
法
的
サ
ン

ク
シ
ョ
ン
は
厳
し
く
抑
制
す
べ
き
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
観
点
か
ら
と
り
わ
け
紙
幅
を
割
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
の
は
、
企

業
災
害
に
つ
き
企
業
幹
部
の
刑
事
責
任
が
問
題
と
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
麻
生
君
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
製
造
物
の
欠
陥

に
つ
き
会
社
幹
部
に
刑
事
責
任
が
間
わ
れ
た
事
例
と
、
わ
が
国
で
間

題
と
さ
れ
た
火
災
事
故
に
お
け
る
管
理
・
監
督
過
失
の
事
例
の
検
討

に
お
い
て
、
従
来
の
刑
法
学
の
理
論
的
枠
組
み
を
踏
み
外
す
お
そ
れ

が
随
所
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
危
惧
感
説
を
し
り

ぞ
け
具
体
的
予
見
可
能
性
説
を
支
持
し
、
結
果
の
回
避
可
能
性
の
認

定
を
お
ろ
そ
か
に
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
そ
の
基

本
的
立
場
は
、
火
災
事
故
に
つ
き
企
業
幹
部
に
刑
事
過
失
を
肯
定
す

る
こ
と
に
対
し
懐
疑
的
な
学
界
の
一
部
の
有
力
な
見
解
に
近
い
。
第

四
節
「
社
会
的
機
能
侵
害
と
企
業
犯
罪
類
型
」
に
お
い
て
は
、
企
業

犯
罪
を
「
生
存
枠
組
み
機
能
侵
害
型
」
、
「
経
済
秩
序
維
持
機
能
侵
害

型
」
、
「
公
的
財
源
供
給
機
能
侵
害
型
」
の
三
つ
に
分
類
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
犯
罪
の
形
態
を
論
じ
て
お
り
、
第
五
節
「
刑
事
訴
訟
法

と
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理
」
に
お
い
て
は
、
刑
事
手
続
の
各
段
階
に

お
け
る
問
題
点
を
概
観
し
、
立
法
問
題
（
た
と
え
ば
、
内
部
告
発
者

に
対
す
る
刑
事
的
優
遇
措
置
の
立
法
化
）
の
検
討
に
及
ん
で
い
る
。

　
第
八
章
「
民
事
・
行
政
法
と
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理
」
に
お
い
て

は
、
民
商
上
お
よ
び
行
政
法
上
の
諸
制
度
と
法
規
制
を
企
業
犯
罪
抑

止
の
視
点
か
ら
見
直
す
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
商
法
上
の
企
業

犯
罪
抑
止
は
内
的
抑
止
と
外
的
抑
止
と
に
分
け
て
検
討
さ
れ
、
前
者

の
内
的
抑
止
と
の
関
係
で
は
、
取
締
役
の
責
任
と
そ
の
限
界
お
よ
び

株
主
に
よ
る
経
営
監
督
機
能
の
効
用
と
そ
の
限
界
が
論
じ
ら
れ
、
後

者
の
外
的
抑
止
と
の
関
係
で
は
社
外
取
締
役
お
よ
び
一
般
消
費
者
・

マ
ス
コ
ミ
の
役
割
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
民
法
解
釈
と
の
関
係
で
の

麻
生
君
の
提
言
も
注
目
に
値
す
る
。
違
法
行
為
抑
止
の
理
念
は
全
法

体
系
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
事
法
の
領
域
で
も
、

違
法
行
為
抑
止
の
動
機
づ
け
が
行
為
時
に
お
い
て
可
能
で
あ
る
限
度

に
お
い
て
法
的
責
任
を
追
及
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
も
っ
ぱ
ら
被
害

者
救
済
の
見
地
か
ら
の
理
論
の
修
正
を
批
判
す
る
。
正
面
か
ら
検
討

さ
れ
て
い
る
の
は
、
公
害
お
よ
び
製
造
物
責
任
の
問
題
に
お
け
る
判

例
・
学
説
・
立
法
の
動
向
で
あ
る
が
、
麻
生
君
の
主
張
を
貫
く
の
は
、

被
害
者
救
済
の
要
請
と
な
ら
ん
で
「
違
法
行
為
抑
止
の
理
念
」
を
考

慮
す
べ
き
だ
と
す
る
点
で
あ
る
。
と
り
わ
け
製
造
物
責
任
法
と
の
関
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連
で
、
麻
生
君
は
副
論
文
の
『
企
業
犯
罪
』
に
お
い
て
す
で
に
詳
細

に
展
開
・
体
系
化
し
た
「
法
的
危
険
管
理
論
」
の
基
本
構
想
を
示
し
、

自
主
的
な
違
法
行
為
抑
止
の
た
め
の
企
業
シ
ス
テ
ム
構
築
の
必
要
性

を
説
く
。
本
章
の
最
後
で
は
、
麻
生
君
が
模
索
す
る
企
業
犯
罪
抑
止

の
観
点
か
ら
行
政
法
上
の
諸
制
度
の
果
た
す
べ
き
機
能
が
概
観
さ
れ

て
い
る
。

　
終
章
に
お
い
て
は
、
本
研
究
に
お
け
る
論
述
の
全
体
が
い
ま
一
度

振
り
返
ら
れ
た
後
、
全
体
を
総
括
す
る
形
で
、
「
企
業
犯
罪
抑
止
の

法
理
は
、
株
式
会
社
の
自
主
的
な
企
業
犯
罪
を
含
む
違
法
行
為
防
止

に
あ
り
、
適
正
な
法
的
制
裁
を
二
次
的
に
位
置
づ
け
、
且
つ
、
社
会

的
循
環
機
構
を
構
成
す
る
各
機
構
並
び
に
中
核
的
位
置
に
あ
る
国
民

（
個
人
）
が
相
互
の
信
頼
と
安
全
確
保
の
準
則
に
従
っ
て
強
調
と
牽

制
シ
ス
テ
ム
の
正
常
な
稼
働
に
努
め
る
社
会
的
義
務
を
自
覚
し
実
行

す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
と
思
う
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

二
　
企
業
組
織
体
の
反
社
会
的
活
動
に
対
す
る
法
的
対
応
の
問
題
は
、

現
在
、
法
律
学
が
解
答
を
迫
ら
れ
て
い
る
最
重
要
の
問
題
の
一
つ
で

あ
る
。
刑
事
法
は
、
主
と
し
て
「
個
」
と
し
て
の
人
の
行
為
に
目
を

向
け
て
き
た
が
、
企
業
犯
罪
の
研
究
は
、
そ
れ
が
複
数
の
法
分
野
に

ま
た
が
る
考
察
を
必
要
と
す
る
ば
か
り
か
、
法
律
学
以
外
の
学
問
分

野
に
つ
い
て
の
知
見
の
活
用
、
さ
ら
に
は
社
会
の
実
態
に
関
す
る
認

識
も
要
求
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
従
来
の
研
究
の
ほ
と
ん
ど
が
、

そ
の
一
定
の
側
面
を
特
定
の
角
度
か
ら
検
討
す
る
も
の
に
と
ど
ま
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
も
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
本
研
究
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
抗
し
て
、
企
業
組
織
体

の
違
法
活
動
に
対
す
る
法
的
規
制
の
あ
り
方
の
方
向
性
を
包
括
的
に

描
き
出
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
麻
生
君
は
、
複
数
の
法
分
野
に

ま
た
が
る
広
範
な
法
知
識
を
前
提
に
、
最
近
の
認
知
科
学
に
至
る
ま

で
の
学
際
的
知
見
を
も
駆
使
し
、
弁
護
士
実
務
の
な
か
で
収
集
し
た

企
業
組
織
体
の
実
態
に
関
す
る
知
識
を
も
動
員
し
て
、
従
来
の
枠
組

み
を
こ
え
る
形
で
、
独
自
の
「
企
業
犯
罪
抑
止
の
法
理
」
の
構
想
を

示
し
た
。
麻
生
君
が
不
可
能
事
と
も
思
え
る
こ
の
難
題
に
果
敢
に
取

り
組
み
、
企
業
犯
罪
対
策
の
た
め
の
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ

を
豊
富
な
文
献
と
資
料
に
よ
っ
て
裏
付
け
た
こ
と
は
、
企
業
犯
罪
の

研
究
に
新
生
面
を
開
く
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
本
論
文
が
成
し
遂
げ
た
こ
と
は
企
業
犯
罪
抑
止
に
関

す
る
一
つ
の
モ
デ
ル
の
構
築
で
あ
り
、
将
来
に
向
け
て
の
一
つ
の
基

本
的
視
座
の
提
示
で
あ
る
。
そ
れ
は
現
行
の
法
規
制
の
あ
り
方
へ
の

批
判
を
出
発
点
と
す
る
が
、
マ
ク
ロ
的
な
視
点
か
ら
根
本
的
な
方
向

性
を
問
題
視
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
個
別
的
な
法
制
度
と
法
規
定
の

批
判
的
検
討
と
代
案
の
提
示
を
内
容
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
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意
味
で
、
麻
生
君
の
問
題
関
心
は
、
よ
り
具
体
的
に
知
見
を
求
め
て

い
る
一
般
の
研
究
者
・
実
務
家
の
そ
れ
と
は
レ
ベ
ル
が
異
な
る
。
た

し
か
に
、
自
主
的
犯
罪
抑
止
の
観
点
か
ら
、
企
業
関
係
者
が
事
前
に

そ
の
行
為
を
回
避
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
真
に
処
罰
さ
れ
る
行

為
の
範
囲
を
予
測
可
能
な
程
度
に
明
確
に
示
す
こ
と
を
求
め
て
い
る

箇
所
な
ど
は
、
刑
法
規
範
の
内
容
の
事
前
告
知
と
い
う
点
で
大
き
な

問
題
を
は
ら
む
わ
が
国
の
刑
事
司
法
の
あ
り
方
に
対
す
る
痛
烈
な
批

判
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
研
究
に
は
、
刑
法
学
に
お
い
て
盛

ん
な
議
論
の
対
象
と
な
り
続
け
て
い
る
現
行
法
人
処
罰
規
定
の
分
析

検
討
と
改
革
提
言
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
し
、
同
様
に
大
き
な
関

心
事
と
な
っ
て
い
る
法
人
に
対
す
る
制
裁
の
あ
り
方
の
問
題
も
正
面

か
ら
検
討
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
た
と
え
ば
、
火
災
事

故
に
関
す
る
管
理
・
監
督
過
失
の
理
論
に
対
し
い
さ
さ
か
懐
疑
的
な

麻
生
君
の
見
解
も
、
目
新
し
さ
に
乏
し
く
、
一
部
の
学
説
の
主
張
に

強
く
影
響
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
も
思
わ
れ
、
そ
れ
が
麻
生
君

の
企
業
犯
罪
抑
止
法
理
か
ら
の
帰
結
に
ど
の
よ
う
に
結
び
付
く
の
か

問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
自
主
的
な
危
険
管
理
の
で

き
て
い
な
い
企
業
組
織
体
の
義
務
解
怠
に
も
と
づ
く
死
傷
事
故
に
対

し
、
麻
生
君
の
企
業
犯
罪
抑
止
の
基
本
的
立
場
か
ら
も
こ
れ
を
放
置

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
自

主
的
な
犯
罪
抑
止
の
強
調
と
、
自
主
的
な
危
険
管
理
の
不
十
分
な
企

業
組
織
体
へ
の
厳
し
い
刑
事
責
任
の
追
求
と
は
ま
っ
た
く
矛
盾
し
な

い
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
本
論
文
の
主
張
は
、
予
防
法
学
的
見

地
か
ら
企
業
に
対
し
そ
の
「
法
的
危
険
管
理
」
を
指
導
す
る
場
面
に

お
い
て
は
説
得
力
を
も
つ
と
し
て
も
、
企
業
組
織
体
の
現
状
と
現
行

法
制
を
前
提
に
し
て
事
後
的
な
対
応
の
あ
り
方
を
検
討
し
よ
う
と
す

る
際
に
ど
れ
ほ
ど
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
ち
得
る
の
か
と
い
う
指
摘
が

可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
本
論
文
の
比
類
な
き
特
色
は
、
将
来
に
向
け

て
の
基
本
的
視
座
を
力
強
く
提
示
し
た
点
に
見
ら
れ
る
が
、
ま
さ
に

そ
の
こ
と
が
本
研
究
の
限
界
に
も
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
本
論
文
が
、
掘
り
下
げ
た
研
究
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
「
事
前
の
犯
罪
予
防
」
と
「
事
後
の
制

裁
に
よ
る
犯
罪
鎮
圧
」
の
関
係
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
犯
罪
が
行
わ
れ

る
前
に
そ
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
に
こ

し
た
こ
と
は
な
い
。
麻
生
君
が
述
べ
る
よ
う
に
、
将
来
に
向
け
て
の

一
般
論
と
し
て
は
、
事
前
の
予
防
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
事
前
の
対
応
に
は
限
界
が
あ

り
、
事
後
的
な
制
裁
の
必
要
性
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も

事
実
で
あ
る
。
反
社
会
的
行
為
に
対
し
事
後
的
な
制
裁
で
あ
る
刑
罰

を
科
す
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
秩
序
を
守
る
と
い
う
方
法
は
、
原
始
社

会
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
歴
史
の
試
練
を
経

て
現
在
に
至
る
ま
で
維
持
さ
れ
続
け
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
と
関
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係
し
て
い
る
。
事
後
的
処
罰
の
方
法
は
、
事
前
の
対
策
と
比
べ
て
コ

ス
ト
が
か
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
し
、
事
前
的
な
抑
制
は
、
広
範
囲

の
人
々
の
行
動
や
自
由
を
大
幅
に
制
限
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ

メ
リ
ッ
ト
を
と
も
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
面
を
も
つ
。
こ
れ
ら

の
点
の
理
論
的
分
析
が
あ
れ
ば
、
麻
生
君
の
主
張
は
よ
り
輪
郭
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
学
界

レ
ベ
ル
で
も
大
き
な
研
究
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

む
し
ろ
こ
の
点
を
め
ぐ
る
研
究
の
必
要
性
を
痛
切
に
意
識
さ
せ
た
と

こ
ろ
に
本
論
文
の
一
つ
の
意
義
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
右
に
縷
々
述
べ
た
こ
と
は
、
抽
象
性
は
高
い
が
き
わ
め

て
明
晰
な
形
で
企
業
組
織
体
の
社
会
的
機
能
を
理
論
的
に
把
握
し
、

そ
れ
を
前
提
に
、
企
業
犯
罪
抑
止
に
関
す
る
将
来
に
向
け
て
の
骨
太

の
モ
デ
ル
の
構
築
を
成
し
遂
げ
た
本
研
究
の
価
値
を
お
と
し
め
る
も

の
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
に
わ
た
る
膨
大
な
量
の
文
献

を
検
討
し
つ
つ
、
霧
し
い
論
点
に
つ
い
て
の
展
望
を
逐
一
示
し
な
が

ら
、
壮
大
な
構
想
を
描
き
出
し
た
本
研
究
は
、
既
述
の
よ
う
な
内
容

紹
介
に
よ
っ
て
到
底
十
分
に
再
現
で
き
な
い
よ
う
な
豊
富
な
内
容
を

も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
特
に
強
く
述
べ
た
い
と
思
う
。
た
し

か
に
、
現
状
の
個
別
的
な
評
価
と
鋭
い
批
判
に
つ
い
て
も
、
い
ま
だ

実
証
性
に
乏
し
い
部
分
も
散
見
さ
れ
な
い
で
は
な
い
が
、
豊
富
な
文

献
の
渉
猟
を
基
礎
と
し
つ
つ
実
務
経
験
を
も
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、

貴
重
な
示
唆
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
麻
生
君
の
長
年
の

研
究
と
実
務
経
験
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
す
る
こ
と
な
し
に
は
到
底
成

し
遂
げ
ら
れ
得
な
か
っ
た
成
果
で
あ
り
、
大
冊
を
前
に
す
る
と
き
、

誰
し
も
が
畏
敬
の
念
す
ら
覚
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
　
右
の
よ
う
に
、
本
研
究
は
、
企
業
犯
罪
へ
の
法
的
対
応
を
め
ぐ

る
研
究
に
新
生
面
を
開
く
も
の
で
あ
り
、
麻
生
君
の
長
年
に
わ
た
る

研
鎖
を
証
す
る
貴
重
な
労
作
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
審
査
員
一
同
は
、

麻
生
利
勝
君
に
法
学
博
士
（
慶
慮
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る

こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。
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